
『時が満ちて』 (ガラテヤ人への手紙 4 章 1-7 節) 2023.12.3. 
＜はじめに＞ 12 月を迎え、アドヴェント(待降節)に入りました。今年はクリスマス讃美歌のいくつか
を取り上げて、味わいたいと願っています。今日は”Hark! The Herald Angels Sing”「天には栄え」
です。チャールズ・ウェスレー作詞、メンデルスゾーン作曲です。 
Ⅰ 歌詞の直訳 
①聞け!御使い達が歌う宣告を   「新しく生まれた王に栄光があるように  

地の上に平安と慈恵があるように   神と罪人が元の親しい関係に戻った!」  
喜びに満ちた万の国民は立ち上がり   天上の凱歌に加わろう 
御使いの軍勢が宣言する凱歌とともに   「ｷﾘｽﾄはﾍﾞﾂﾚﾍﾑにお生まれになった」 
聞け！御使いたちが歌う宣告を   ｢新たにお生まれの王に栄光を！」 

②キリスト いと高き天であがめられる方  キリスト 永遠の主  この方が満を持して来られた 
処女の胎に宿る人の子として 肉体をまとわれても 神格が現れる  受肉された神性をほめたたえよ 
自ら人となって人の世に住まわれる   イエス 私たちのインマヌエル 
聞け！御使いたちが歌う宣告を 「新たにお生まれの王に栄光を！」 

③ようこそ！ 天から来られた平和の君！   ようこそ！ 義の太陽！ 
この御方は光といのちをすべての者にもたらし 主の翼に癒されて 再び生かされる 
穏やかな彼は 自分の栄光を捨てて 人がもう死なずに済むために 地上の人々を引き上げるために 
私たちが生まれかわるために生まれた 
聞け！御使いたちが歌う宣告を 「新たにお生まれの王に栄光を！」 

Ⅱ 関連ある聖句 
①1 節 

ベツレヘムの野にいた羊飼いに御使いが現れ、あなたがたのために王なる救い主が誕
生されたと宣言し(ルカ 2:9-12)、続いて現れた天の軍勢による賛美(ルカ 2:14-15)を聞い
た人々もこれに加わるようにと招きます(ゼカリヤ 9:9-10)。 

②2 節 
この王なる救い主の誕生は、古からの神の約束が今実現したことでした(ガラテヤ 4:4)。こ
の方は処女マリアの胎に聖霊によって宿られ(ルカ 1:30-33)、肉体をもって現れて(ピリピ
2:7)、私たちの間に住まわれ(ヨハネ 1:14)、インマヌエルと呼ばれます(マタイ 1:23)。 

③3 節 
この御方は、平和の君と呼ばれ(イザヤ 9:6)、義の太陽・癒しの翼(マラキ 4:2)と預言されて
います。彼は神の栄光を手放し、ご自分を空しくされ(ピリピ 2:6-7)、それによって誰も滅
びることなく永遠のいのちを持ち(ヨハネ 3:16)、新しく生まれ変われます(ヨハネ 3:3,7)。 

Ⅲ 「定めたまいし救いの時」 
①古からの神の計画(ガラテヤ 4:4-5) 

元来、人間は神との関係に生きるように神に造られました。しかし人は自己義と自分勝手
に進み、神との関係は断たれます。それでも神は人との関係修復と和解に動かれます。
律法の下にある者を贖い出すために、ご自分の御子を彼らの中に遣わそうとされます。 

②計画の実現(4:4) 
この関係修復と和解の計画が実現されたのがクリスマスです。神は御子イエスを人として
人の世に送られ、彼らの自分勝手な罪を彼に負わせます。そして彼を受け入れる者には
神の子となる特権(養子縁組)を与え、永遠のいのちを与えられます。だから祝うのです。 

③賛美への呼び掛け 
賛美は神に同意し、参与する意志表示です。神との関係を築き直し、神が用意された約
束を受け取る相続人になり、このさんびに加わるよう、御使いは今も呼び掛けています。 

＜おわりに＞ クリスマスは喜び楽しむ時です。漠然と雰囲気に身をゆだねるだけでなく、この天の
御使いからのアナウンス・メッセージを、自分のものとして受け取り、このさんびを心から歌える
ようになっていただきたいと心から願います。(H.M.) 


